
 

報告事項 

 

 

民 間 活 力 を 活 か し た 府 営 住 宅 の 建 替 え

府営中耐団地 

PFI 手法と事業コンペの導入により民間活力を活用し、民間事

業者による府営住宅の建替えと用地活用を一体的に進める。 
民活手法 

民間が建替えと活用用地 

の生み出しを提案 

民間住宅等 

「府営住宅建替え」と「用地活用」を 

ワンパッケージで事業コンペ

府 営 住 宅

府営住宅整備基金 
（１５年３月改正） 

活用用地処分金等 府営住宅整備費 

 （国庫、起債除く） 

○ 府営住宅ストックの円滑な更新 

○ 経済、雇用の創出への寄与 

○ 地域のまちづくりに寄与 

活 用 用 地

民活手法を活用し、新たな財政負担を伴わず、府営住宅

ストックの円滑な更新を行う。 
目 的 

「新たな財政負担を伴わず」とは、 

建替え整備において、国庫等を除く府単独費に用地処分益を 

充当することにより推進するもの 

効果 

 

 

① 府営住宅と一体となった事業性の高い（位置、形状、大きさ等）活用

用地の創出が期待できる。 

⇒府想定よりも高く、活用用地を売却できる。 

⇒地域のまちづくりへ寄与することが出来る。 

② 仮移転から、設計、工事、本移転まで一体的に行うことにより、工期

の短縮とコストの縮減が図られる。 

③ 仮移転者への民間借家の紹介や移転事務等を民間事業者にまかせる

ことにより、一度に多くの仮移転が可能。  

⇒建替えの前倒しと活用用地の早期創出が可能。 

 

■ 府営住宅 民活手法（PFI 手法）実施団地一覧  

1４年度－ ⇒府営住宅整備基金の改正（2 月議会） 

16 年度－東大阪島之内住宅 (府営住宅 66 戸＋民間戸建て住宅 33 戸) 

17 年度－筆ヶ崎住宅(府営住宅 278 戸＋民間超高層住宅 2６8 戸) 

     ⇒民活手法に入居者移転支援業務を導入 

     ⇒参加資格の工事実績等を、棟単位での施工能力で判断 

18 年度－岸和田下池田住宅 (府営住宅 221 戸＋民間戸建て住宅 61 戸) 

     ⇒計画面の評価点の中で、中小企業数に応じた加点を導入 

19 年度－苅田住宅(府営住宅 248 戸＋民間高層住宅 143 戸) 

－千里佐竹台住宅（府営住宅 505 戸＋民間高層住宅 176 戸） 

－東大阪新上小阪住宅（府営住宅 181 戸＋民間戸建て住宅 77 戸） 

20 年度（予定）－新千里東住宅(府営住宅 450 戸＋民間施設等) 

 

■ これまでの府営住宅の建替えの実績 

    H１６ H１７ H１８ H１９ 合計 
直建 戸数 1,446 1,527 1475 1943 6,391

戸数 66 278 221 934 1,499民活 
  団地数 1 1 1 3 6
    1,512 1,805 1,696 2,877 7,890

 

効 果 

 １ 








